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15周 年 に向けて

スター ト切 ろ う

会長 森山 功

私たちの倶楽部は本年1月に創立lo周

年を迎え 前期に続きこの1年間を 「倉1
立lo周年記念の年」として位置付け 更
に 「15周 年に向けての出発の年」と決
め、取り組んでいく決意でございます。

そこで会員名簿の改言r版発行、 「ご入

会の栞」を作成。組織の拡張 充実～会

員の倍増 ・活動の活性化運動～等に全員
で取り組む資料といた します。会報誌
「よこはまプロバス通信」の定期発行.
さらに活動の拡充の一環としてサロン・

同好会の発足 支援、他クラブとの交流

推進特に県下クラブはもとより東京多摩

及び人三十の両クラブとも親密な友好関

係を構築する。また情報活動を本格的に

取り組みます。ホームペーンの拡充 会

員相互の連携を考えメーリングリメ トの

作成等を事業として掲げ実施して参りま

す。
これまでの10年間を級に次なる15周

年に向かつて
(1)会 員一人一人が相互理解を深め、

よリー層のコミュニケーション

を図ることにより皆が仲良しで

楽 しい倶楽部にしよう。
(2)ク ラブに関する情報をはじめ、各

種情報を会員間で共有すること

により、会員個々の自発的な活

動及び倶楽部全体の活性化を図

ろう。
(3)倶 楽Frのメンバーに相応 しい人に

声を力■するなど、一人でも多く

の方が仲間になつてもらう等プ

ロバスクラブの輸を広げよう。

という前会長加藤武氏の三つの提唱を引

き続き私も提唱 したいと思います。

楽しく集い合い 生き生きと活動する

わがプロバス倶楽部そのものが高齢化社

会の一つの模範であり、多くの方々に希

望と勇気を与えることで しょう。

お互いtT雄琢磨 し、 「これからだJと

の気概で 「快適な人生の創造Jに 取 り組

み 15周 年を目標にして 「さあ～今 日も

元気で」スター トしましょう。

No79加藤 豊

[●4,年 ,2月8口生

0ブ ランック成形加工販
売

② (株)コ ーメー取締役
社長  (現 )同 t■取締役
会長

O岐 阜県

0ゴ ルフ 旅行、押し花
χ菫り

0伊 勢原市岡崎

No80清水 利光

, 4年 10月24口生

①地方公務員
②横浜市嘉1市長、神奈川
臨海鉄道 (株)取 締役会
長 (■ )l・l社顧円

0神 奈川県

0城  神社払閣めぐり

0横 須賀市岩戸

組織拡充に

取 り組 も う

幹事 松下尚雄

幹事(例会委員長兼務)の 松下尚雄で

す。当倶楽部には前会長の加藤武さんに

御紹介いただき入会し、早 1年.倶 楽部
の役員と現役経営者として、2足 の草軽
を履き、日々葛藤しております。

然し、これからの日本はますます高齢

化社会に向いプロバス倶楽部の役割がい

かに重要不可欠か、私なりに徐々に理解
が出来た様な思いが致しております。

1965年にロータリークラブの奉仕活動
の一環として、高齢化社会に対応する為
に英国で誕生し、瞬く間に全世界に広が

り、その目的は会員lH互の親睦、交流を

より深め、夫々の豊かな社会体験や知識

等を語り合い、学び合い、そしてお互い

のライフワークを広げる魅力ある倶楽部

なのです。
また、加藤武さんが掲げた私の考えと

同じだと全日本プロバス協議会が提唱し

ている内容を抜粋した 一文が大変印象に

残っております。それは

0み んなで楽しい、11やかな、ゆつたり

としたクラブ おのずと集つて行きたく

なるようなクラブ

〇知り合いの輸を広げる

O親 睦を図りながら、おFtいの貴重な知

識や体験をみんなに伝える

○次の世代に伝える

O世 のため、人のために少してもお役に
立つ (プ ロバス通信創刊号に記載)

私はこの加藤さんの思いを実現するた

めに会員の皆様と共に努力をしていきた

いと思つています。この様な素敵な倶楽

部を多くの方々に広め、共に学び、今後
の豊かな活力のある人生を皆様と楽しく

過ごしたく思います。

卒寿を迎えられたカロ藤義―さん初め80

歳以 上の方々が例会に欠かすことなくご

出席いただいてお り、この先輩の姿に大

きな励ましのエネルギーを頂いてお りま

す。素晴 らしい素敵な役員の方々に囲ま

れ 「楽 しみ多い倶楽部造 りJに 取 り組

み、組織拡充に力を注いで参る所存でご

ざいます。

No81岡部 正久

1937年12月16曰生

①地方公務員
②横浜市中区長、横浜市
大事務局長、(社)神奈川
県建築士会事務局長、m0
横浜マンション管理組合
監事 ・マンション相談員
③東京都
④囲碁 ゴルフ,本版画
0横 浜市泉区領家

①職種②経歴③出身地

0趣 味 .特技⑤住所
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6月例会開催 (第118回)

平成 23年 6月 10日 (金)午 後 2時 から

定時給会に先立ち lE交 会館にて第 118回

例会が開催されました (28名 出席).

力「藤会長挨拶の後 恒例の誕■月会員(岩

城、保谷会員)への祝い品贈呈が行われ そ

の後 斬入会員の中村芳之さんの紹介 挨拶

がル,りました。弓き続き定時総会が開催 され

ました.

第 12回  定時総会

加藤武会長が議長となつ ll下 の議事が執

リイ十われました.

事業報告 (東野冨1会長)

決算報告 (小機会計)

監査報告 (櫻井会計監査

理事選出 新役員発表

新年度活動方針説明 (森

山新会長から)F・l会等年

間日程説明 (松下尚雄新

幹事)

新年度収支予算 (小政会

計)

議事終了後 力幡 ■会長

の退tF‐拶と,役 員のタ

スキうき継ぎが実施され

ました.

|き 続き開催の懇親会冒頭 森山新会長か

ら就lfの挨拶がありました。

新役員構成

会長 ;森山功 副会長 :西Ⅲ節雄

幹事 :松下尚雄 会計 :小磯智功

会計監査 ;松 ド 孝 (理事)

加蔭 武 (会長指名)

例会委員長 :(幹 事兼務,

同副委員長 ;本橋ら、み子 会員委員長 :岡賢

治 同副委員長 :伊藤康子 情報委員長 :関

口尚親 同冨1委員長 :岩田慎―

事務局 :小磯智功

以上の各氏が選出されました。

懇親会は 同会場にて 乙婿ア ドバイザー

による乾杯の音頭で盛大にスター トし 今月
の欧「夏の思い出J斉唱を忘れるほどでした.

加藤会長始め22年 度の役員の皆きま 大

変おf●‐れ様でした.

7月例会開催 (第119回)

平成 23年 7月 8日
(金)12時 から

相生本店にてffl役員

による第 1回 の例会
(第119・ l)力:開

催されました (32

名出席).

森口1新会長から挨

拶と今丼昭吉グス ト
スピーカー並びに吉

'哲

朗全日本プロバ

ス協議会幹事長 (来

浜グスト)のI.・介がありました。

また ビジターとして清水や1光さん (入会

予定)の 紹介が行われ 引き続き、al入会の

加藤豊さんの紹介とビ本人からの挨拶があり

ました (新会員欄 1面 参照).

次に7月 の誕生月_―員 佐藤博、閥尚記、

東野操 岡林明弘の4氏 に、同会員委員長か

らお祝い品の贈旱が行われました。

7月 の会務報告 (理事会協議事項)は ,F

の通りです.

全日本PC協 議会次期会長就任要請について

今期各委員会の委員

サークル 同好会の設立

会報紙 「よこはまプロバス通l.J及 びホーム

ベージ メーリングジス ト

年会費上半期分納入の件

会費納入ボ況等報告

特別放談 (今丼昭吉氏 8Pに 掲哉)

月の歌 唯 郷Jを 合唱して閉会し その

後 各委員会別に本年度の活動打ち合わせを

行いました.

なお 新 日会長等で遠来の吉川幹事長を港

見物にご案内しました.

9月 例会開催 〈第120回)

平成 23年 9月 9曰 (金)12時 から 相

生本店にて 2カ 月ぶりの第 1201● 1定例会が

開催されました (3o名 11席)

森口1会長後数 )後、新入会員σ)清水利光さ

ん、岡部工久さん′)紹介 埃拶がありました
(新会員欄 1面 参照).

次に 9月 にヽ壽を迎えられる力]藤義―ア

ドバイザーにお祝いの記念品が会長から贈ら

れました. iあ ちこちガタがきているが 気

が付いたら卒書を迎えた1と の合蓄あるビ挨

拶を頂きました.

また 今月は III藤義一人先輩他 8名 の方

に国会員委員長から誕生祝いが贈星され iし

た.

9月 の会務報告 (理事会協議事項)は 以下

の通 りです.

サークル 同″会状況報告

会報紙 「よこはまプロバス通信J(第 4,)

及びホームベージ メーリングリス

ト整備状況

10月移動倒会と東京多摩 PC との交流会
(11月24口)に ついて

会員名簿作成状況と入会の栞作成について

以 L.

以 上.

会員放.I・は まず松 「尚雄幹事から 「健康

と人生,と 題 して 長年吉 しんだ腰痛が 「あ

る時 成る人から、或る物」を頂き ばつと

直ったという秘密の話が披露されました.

時間のない中 平野正弘さんからは 熱海

の夜の名司会 中乍秋)を 行lllとさせる講談調

で 官■吉日の超大型キャンピングカー´ヽの

会員招待の話がありました。請 うお楽しみ

に
'演

題 「私とキャンプj

月の歌 「ホとんばJを 斉唱して散会とな

りました.
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く理事会等報告 >

6月定例理事会 (6月17口出席者13名)
*新 日会長あいさつ

報告事項 ;
61例 会 「総会 懇親会Jの 評価と反省に

ついて

会員台帳の整備豫 rlについて

0東 京多摩②東京人王子O鎌 査 PC等 につ

いて

その他

:新 旧事務引き継ぎ ～魂役員の皆様 御苦

労さまでした～

協議事項 ;
全日本PC協 議会会長等の就任依頼の14

次期各委員会～7月例会後役員会開催～
「女性す―クルJ及 び 「サロン 同好会」

について

,月第119回例会の内容及び開催通知につい

てヽ開催通知は6月例会にて配布、欠席者に

は郵送～

・新入会会員 休会及び退会会員の承認及び

誕生月祝い品について

会報誌 「よこはまプロハ・ス通信J「 ホーム
ペーシJに ついて

上期会費 (6000円)の 納入について

確認事項 :

各委員会等の具体的業務内容及び分担につ

| て`

2012年以降の役員選出方法について

7月定例理事会 (7月 15日出席者10名)

報告事項 i

会員名簿のll・成について

各委員会開催結果報告について
「にこにこナロン」 (8′19)19名 出席予定

役員選出方法検討プロジェク トチーム開催

について (9′16予定)

上期会費 (¥6000)納 入状況について

7月 あるこう会中止について

9月例会の内容、10月の移動●l会について

組織拡充 (会員倍増)運動の推進 新入会員

清水利光氏の承認について

プロ′ヽス通信第4号の発行 (10月)の編集

方針について

全日本 PC協 議会会長 幹事長就任要

請に関する意見交換会の結果について

情報委員会正面12名が所用のため欠精に

つきサークル,同好会等に関する報告 協

議は、次回理事会にl・Nいて行 う。

その他

確認事蹂 理事会を委員長 冨1委員長が

やむを得ず欠席の場合は委員の■I人かの

出席をお願いします.

8月定例理事会 (8月19日 出席者10名)

報告事項 ,

会員名簿の作成状況について

会員委員会開催 (7′18)結 果報告

中し合わせ事項 ;加藤義―氏の卒寿について

協議事項 ;
9月の例会の会員放談テーマ及び当日の業

務分担の確認

10月移動l●l会の内容 開催通知について

岡部正久氏の入会承認について

,― クル 同好会の設立L証 人等について

会報誌 「横渡プロ
'ス

通信J第 4号 (10月発

行)の 編集方針等について

その他

9月定例理事会 (9月16日、出席者13名)

報告事項 :

会員名簿、入会の栞の「成状況について

会報誌 喉 濱プロハス通 .・J第 4'(10月 発

行)に ついて

0東 京多摩②東京′ヽ王子0鎌 倉 PC等 につ

いて

全日本PC

情報活動について

その他 会計より

協議事項 :

10月の移動例会の確認及び当日の業務分担

について

11月例会の内容等について

サークル 同好会等について

0東 京多摩②東京人王子⑥全日本PC等 の

対応について

● 7月 例会 での 「特別放談 Jo
「棟方志功の世界～偽物、本物の見分け

方～Jと 題 して 銀F■今丼画廊の今井昭

古社長 (元会員 故今丼日津子氏夫君)

から貴重な各種豪話をお聞きしました.

高価な実物 (本物と偽物)も 持参され、

具体的に解説がありました。棟方志功ほ

ど偽物が横行している版 (板)面 家にい

ないという。今井面廊に “本物
°

と自負

して持ち込まれる作品でも偽物が多いそ

うだ。画そのものが “偽物"だ けてなく

“落款"や ・鑑定書'ま で ・偽物
¨

があ

るという。大変な世界だ。

会員の質問も尽きず、またの機会を楽

しみにすることとしました.
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港 湾 都 市 横 浜

第3話く都 >都 筑区

会員  中村  責

7世紀の吉 律令制度により都筑地

域は 「武蔵国都筑郡Jと なつた。そし

て都筑部の防人服部於田 (はとつべの

うべた)と その妻告女(あさめ)が 詠

んだ歌 「わが行 (ゆき)の息衝 (いきつ)

:    <座 談会 ・女性の時代 ③ >   :
:加藤 (武)総 会で会長を退任いたしました、 10周 年

記念式典、総会等と日まぐるしい1年でした。これか

らも会の発展に貢献して参りますのでよろしくお願い

します。
伊藤 皆さんとても素敵な方で 入会して、本当に良

かつたと思いました。それできつそく友人の豊岡和子

さんをお誘いしましたところ入会をされました。お住

まいは東京で会社を経営されているためなかなか会の

:行事に参加できないのが悩みです。
:加藤 (武)こ れで女性会員も7名 になりました。これ

:からもよろしくお願いします。今期は会員委員会の副
くしかば足柄の峯延 (は)に 雲を見とと偲 (しの)は ね」

「わが夫 (せな)を 筑紫べ遣 (や)つ てうつくしみ帯は解

かなな綾にかt,寝もJの i首がス平勝=7(755)午 萬

業集 (巻20)に 採用されている.

:委員長です
: 1ォa。

:伊藤 まだ
やがて 14-15世 紀に芽ヶ崎城が築城 され (城址公園

内)、 明治 4(1871)年 には廃藩置県により 「神奈川

県都筑郡Jと なつた。 しかし昭和 14(1939)年 都筑

部の大部分は川崎市と横浜市に編人され  噛:筑Jの 名称

は一時期消えた。その後昭T140年 に 「横浜市 6大 事業」

の一つとして港北ニュータウン開発事業計画が策定され

l●n49年 に造成工事が着手されて現在の区の中心部が形成

されるに至った。

そして平成 6年 11月 6日 市内 18区 中 最も若い区と

して 「新しい都 (みやこ)を 築 (きづ)く Jと いう区民の

総意をもつて命名された 臨 筑区」が誕生した.

区の東縁に第 3京 rF●(国道 466号 ) 西縁に大山街道

(国道 246号 )力∫|ましり 市は鶴見川が東流、北は川崎

市官前区と接するという地域葉境である.

市営地 下鉄ブルーラインが平成 5年 10月 に グリーン

ラインが同 20年 3月 に区内に開通 して市内各地との往来

が便利になった。また横浜市歴史博物館 (平成 7年 1月 )

横浜国際ブール (平成 10年 4月 )横 浜市北部病院<昭 千ロ

大学>(平 成 13年 4月 )を 初め大型商業施設も続々新設

されて住
~t地

化 1,進み、区民平均午齢は3831歳 で市内で

は若々しい区として注目されている.

バーは私一人になりました。私もイL事をしている関係

で思 うように行事に参加できませんが、心は常に 「横

濱プロバス倶楽部にありJの 気持ちでいます。私が入

会をお誘いした加藤道子さんが会の行事や諸々の事を

伝えてくれますので助かつています.

本橋 今期のlal会副委員長の任に就きました。 3か 月

過ぎましたがもう1年 くらいやつた思いです。 9月 は

舌1会をや りま したがなかなか難 しいですね。

加藤 (武)い やぁなかなか立派でしたょ。

東野 37名 の会員の2害1が女l・■になりますね。高齢化

社会での女性の役害Iを考える女性のサークルがあつて

もいいようにおもいます.

加藤(武)そ うですね。話は尽きませんが この辺 りで

:第 1部 を終 rと し、次Flは 7号 に掲載予定です。

編集後記

創刊号から丸 1年  青木前情報委員長かt,3き継いで 「よ

こはまプロバス通信J第 4号 を無事予定連り発行することが

できました。これも 記事を提供していただいた皆様の御陰

と感謝致します.
「よこはまプロパス通信Jは 、外部にもつとアピールし他ク

ラブとの交流を紙面を通して行うことを目的に,度 1年前に

創刊しました.

また この IT時 へに中々追いつけない会員が残念ながら

います.「 メールJは 易しく便利なものです。そこで情報委

員会として 全会員にメールを通信手段として、内部連絡が

でき ホームパージを関覧 投稿等できるように、啓蒙推進

をしたいと考えています.幸 い 前向きに考えてくれる会員

が沢山出てきて張り合いが出てきていまう。

次回 5号 が発行できるまでに 会員同士の通信手段がメー

ルでできることを期待したいと思います。

前情報委員長のユウモアある編集後.cを見習うよう頑張り

ます の で 宜 しくお願 い します .   輌 報委員■ 関口 綺勒

何も分かり

ませんが会
の発展のた

め一生懸命

務めさせて

いただきま

す.

岩城 女性

でチャー

ターメン
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区民の足で大活理の市営地

下鉄ブルーライン (左上)

憩いの場でもある検離 史

横浜歴史博物館  (左 下)

都筑区役所   (右 上)

全でに真新 しさと若々しさ

を感 じさせる

次=連 載は 第4話  く市> の予定です


